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広
島
の
ダ
ン
プ
労
働
者
の
新
聞 

ダ 
ン 

プ 

通 

信 

 

徒 

然 

草 

■
七
月
五
日
に
気
象
庁
か
ら
「
数
十
年
に

一
度
の
降
水
量
と
な
る
大
雨
が
予
想
さ

れ
、
命
の
危
険
も
伴
う
事
態
が
予
想
さ
れ

る
」
と
い
う
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
出
さ

れ
、
そ
の
後
事
態
は
、
十
一
府
県
に
被
害

を
も
た
ら
す
「
西
日
本
豪
雨
災
害
」
と
な

っ
た
◆
私
の
住
む
広
島
市
西
区
で
も
「
こ

れ
は
四
年
前
の
安
佐
南
や
安
佐
北
区
に

豪
雨
災
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
の
再
来

か
」
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
雨
降
り
だ
っ

た
。
広
島
県
内
の
被
害
地
域
は
ま
さ
に
東

西
南
北
の
全
域
に
及
ん
で
い
る
。
広
島
市

の
８
行
政
区
の
う
ち
４
行
政
区
で
も
土

石
流
に
よ
る
死
者
・
行
方
不
明
者
が
多
数

出
た
◆
今
回
こ
れ
だ
け
の
豪
雨
災
害
を

も
た
ら
す
だ
け
の
警
報
が
で
て
も
「
自
分

だ
け
は
大
丈
夫
」
と
い
う
心
理
が
人
間
に

は
常
に
働
く
ら
し
い
。
こ
れ
を
「
正
常
性

バ
イ
ア
ス
」
と
い
う
。
倉
敷
市
真
備
町
に

住
む
元
消
防
局
職
員
だ
っ
た
友
人
は
避

難
命
令
が
で
て
避
難
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
「
自
分
は
大
丈
夫
だ
か
ら
」
と
か
「
迷

惑
電
話
く
ら
い
に
思
っ
て
い
る
人
も
い

て
、
避
難
せ
ず
、
死
亡
し
た
人
は
多
か
っ

た
」
と
言
っ
て
、
残
念
が
っ
て
い
た
◆ 

広
島
県
は
、
全
国
一
の
「
危
険
個
所
（
急

傾
斜
地
）」
を
抱
え
て
い
る
県
だ
。
四
年

前
の
「
豪
雨
災
害
」
の
結
果
調
査
が
進
め

ら
れ
、
四
万
を
超
え
る
数
と
な
っ
て
い

る
。「
人
柱
（
死
者
）
が
立
た
な
い
と
行

政
は
本
気
に
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る

が
、
今
こ
そ
防
災
・
減
災
を
本
気
で
進
め

る
政
治
が
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。（
Ｍ
） 

    

写真上から中国地方整備局で要請書

を渡す高見副議長、県庁への要請、

広島市役所との話し合い（７月１日） 

福山市役所との話し合い（７月２日） 

西日本豪雨災害の被災組合員への救援

カンパを呼びかけます。 

床上浸水による被害、冠水による車両全損、土砂災害など

組合員も大きな被害受けています。 

 

状
況
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
建
交
労
中
央
本
部
か

ら
も
状
況
把
握
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

組
合
員
の
被
災
の
状
況
は
、
①
岡
山
県
に
在
住
の

組
合
員
宅
は
、
高
梁
川
や
小
田
川
の
氾
濫
に
よ
り
、

床
上
浸
水
（
九
〇
㎝
）
の
被
害
を
受
け
、
温
水
器
や

ク
ー
ラ
ー
（
室
外
機
も
）
、
洗
濯
機
や
温
水
ト
イ
レ
や

家
具
類
な
ど
も
被
害
を
受
け
使
用
不
能
と
な
り
、
ま

た
ダ
ン
プ
と
同
じ
場
所
に
停
め
て
い
た
軽
ト
ラ
ッ
ク

も
冠
水
し
ダ
メ
に
な
り
ま
し
た
。
②
呉
市
在
住
の
組

合
員
は
大
規
模
な
交
通
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
か

緊
急
避
難
指
示
が
出
さ
れ
、
そ
の
間
に
軽
乗
用
車
が

浸
水
に
巻
き
込
ま
れ
ダ
メ
に
な
る
被
害
に
遭
い
ま
し

た
。
③
東
広
島
市
在
住
の
組
合
員
は
自
宅
の
裏
山
（
自

治
体
な
ど
が
管
理
す
る
山
）
が
崩
れ
自
宅
そ
ば
の
灌

漑
用
の
池
が
す
べ
て
土
砂
に
埋
ま
る
被
害
に
遭
っ
て

い
ま
す
。 

 

 
 

 

 

去
る
七
月
五
日
～
七
日
に
か
け
て
広
島
、
岡
山
、
愛
媛
の
各
県
は
じ
め
西
日
本
の
十
一
府
県
を
襲

っ
た
西
日
本
豪
雨
（
気
象
庁
命
名
は
「
平
成
三
〇
年
七
月
豪
雨
」
）
は
広
島
県
内
で
も
死
者
一
〇
七

人
、
行
方
不
明
者
一
二
人
（
二
二
日
現
在
）
と
い
う
人
的
被
害
だ
け
で
も
四
年
前
の
安
佐
南
区
八
木

の
豪
雨
災
害
の
死
者
を
大
き
く
上
回
る
未
曾
有
の
大
災
害
と
な
り
ま
し
た
。 

県
内
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
被
災 

今
回
の
豪
雨
災
害
は
、
何
と
い
っ
て
も
広
島

市
内
だ
け
で
も
八
行
政
区
の
う
ち
四
行
政
区

（
安
芸
区
、
東
区
、
南
区
、
安
佐
北
区
）
や
府

中
町
、
坂
町
、
呉
、
東
広
島
、
竹
原
、
三
原
、

尾
道
、
庄
原
、
福
山
な
ど
県
内
の
広
範
な
地
域

で
土
砂
流
災
害
に
よ
る
家
屋
の
崩
壊
・
浸
水
な

ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

三
人
の
組
合
員
が
被
災
！ 

ダ
ン
プ
支
部
で
は
、
直
ち
に
組
合
員
の
被
災

状
況
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。 

治
体
管
理
の
山
）
が
崩
れ
自
宅
所
有
の
灌
漑

用
の
池
が
す
べ
て
土
砂
に
埋
ま
る
被
害
に
遭

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
安
佐
北
区
の
元
組
合
員

は
県
道
が
寸
断
さ
れ
い
ま
だ
に
断
水
状
態
の

た
め
親
戚
の
家
で
生
活
し
て
い
ま
す
。 

 

東
海
ダ
ン
プ
よ
り
カ
ン
パ 

建
交
労
中
央
本
部
は
全
国

に
カ
ン
パ
呼
び
か
け 

 

建
交
労
中
央
本
部
は
一
九
日
の
「
闘
争
ニ

ュ
ー
ス
」
で
広
島
、
岡
山
、
愛
媛
の
被
災
組

合
員
へ
の
見
舞
金
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
組
合
事
務
所
で
も
「
広
島
豪
雨
災
害
カ

ン
パ
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。（
写
真
右
） 

 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
． 

  

 

広
島
国
道
事
務
所
に 

2018 年キャラバン日程 

の一部延期について 

 西日本豪雨災害の影響で、７

月 18 日（水）に行う予定だった

2018 年ダンプキャラバン（２日

目）については、「豪雨災害対策

に手を取られて対応できない」と

のことで、広島県建設工業協会

（広島市）、福山市と広島県東部

建設事務所（いずれも福山市内）

への要請については、やむを得ず

延期することとしました。日程は

今のところ未定です。 

 

 

 

 

写
真
は
床
上
浸
水
し
た
組
合
員
宅
と
自
宅
の
様
子
（
本
人
提
供
の
も
の
で
す
） 

コーヒー缶で作られた豪

雨災害被災者支援のカンパ

入れ（7月 23日撮影） 
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今
後
の
組
合
活
動
日
程 

七
・
二
八 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

八
・ 

一 

建
交
労
県
本
部
委
員
会 

八
・ 

三 

建
交
労
反
核
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
到
着 

八
・ 

四 

国
民
平
和
大
行
進
が
広
島
到
着 

 
 
 
 
 

二
〇
一
八
年
世
界
大
会
広
島
開
会
総
会 

八
・ 

五 

世
界
大
会
分
科
会 

核
兵
器
廃
絶
・
建
交
労
全
国
交
流
会
広
島 

八
・ 

六 

被
爆
七
三
年
・
ヒ
ロ
シ
マ
原
爆
の
日 

 
 
 
 
 

世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
、
灯
篭
流
し 

八
・ 

九 

被
爆
七
三
年
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
の
日 

八
・
二
五 

ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

九
・ 

一 

建
交
労
第
二
〇
回
定
期
大
会
（
～
三
日
） 

九
・ 

八 

企
業
組
合
広
島
定
例
会 

九
・
一
五 

企
業
組
合
呉
定
例
会 

九
・
二
二 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
合
同
役
員
会 

十
・ 

七 

建
交
労
広
島
県
本
部
第
二
〇
回
定
期
大
会 

  

※
お
盆
休
み
に
つ
い
て 

 
 

八
月
一
一
日
（
土
）
～
一
六
日
（
木
）
ま
で
は
お
盆

休
み
の
た
め
業
務
は
休
み
ま
す
。 

       
 

 

       

 

 

 

 

栃
木
県
本
部
山
内
委
員
長
か
ら
の
「
見
舞
い
文
」 

 
こ
の
度
の
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
関
東
も
三
年
前
豪
雨
に
よ

り
、
栃
木
、
茨
城
の
組
合
員
宅
が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

全
国
ど
こ
も
経
験
則
を
超
え
た
治
水
対
策
が
必
要
な
時
代
に

入
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ど
う
か
ご
自
愛
の
ほ
ど
を
。
私
も
八
月
以
降
泥
出
し
に
行
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
慰
霊
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

過積載の根絶するならもっと本気の取り

組みを整備局に要請！「改善したい」 

はじめて「日建連」中国支部に要請・懇談 

25 回ダンプキャラバンに６人が参加 

 

 

豪
雨
被
災
者
カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
ま
す
。 

 

広
島
ダ
ン
プ
支
部
で
は
、
こ
の
度
の
「
豪
雨
災
害
被
災
者
」

支
援
の
「
災
害
カ
ン
パ
」
を
呼
び
か
け
ま
す
。
一
面
に
も
あ

る
よ
う
に
東
海
ダ
ン
プ
か
ら
は
「
見
舞
い
カ
ン
パ
」
を
頂
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
時
も
カ
ン
パ
に
取
り
組
み
ま
し

た
が
、
金
額
は
い
く
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
豪
雨
災
害
で
被

災
し
た
組
合
員
を
支
援
す
る
カ
ン
パ
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

あと二週間は生命に係わる酷

暑が続きそう、十分注意を！ 

 豪雨後の 9日に梅雨明けとなってから、広島は連

日の猛暑日が続いています。気象庁は、24 日（火）

のニュースでも、「災害ともいえる、生命にかかわ

るような厳しい暑さは 2週間くらい続く」との予報

を発表しました。連日ニュースのトップは「酷暑」

が続く日本列島の状況を報道していますが、他人事

と思わず、①水分をこまめに十分に摂ること（一日

約 2リットル）②睡眠を十分とること、③栄養をき

ちんと摂ることが重要です。皆さん、熱中症になら

ないようくれぐれもご注意ください。 

 

建
交
労
広
島
ダ
ン
プ
支
部
は
七
月
一
〇
日
（
火
）
に
第
二
五

回
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
（
二
日
目
は
豪

雨
災
害
の
影
響
で
延
期
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
） 

 

午
前
中
は
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
と
広
島
県
に
午

後
は
、
広
島
県
警
本
部
と
「
日
建
連
」
中
国
支
部
、
広
島
市
役

所
に
要
請
・
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。 

 

本
気
で
指
導
す
れ
ば
過
積
載
は
な
く
せ
る 

整
備
局
へ
の
要
請
で
は
整
備
局
発
注
の
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事

現
場
で
過
積
載
が
堂
々
と
や
ら
れ
て
い
る
実
態
を
写
真
も
示

し
て
追
及
し
ま
し
た
。
小
林
豊
数
議
長
は
「
過
積
載
は
目
視
で

分
か
る
の
だ
か
ら
本
気
で
指
導
を
徹
底
す
れ
ば
必
ず
な
く
せ

る
」
と
強
調
、
参
加
者
も
「
伝
票
も
改
善
が
必
要
だ
」
な
ど
と

述
べ
た
の
に
対
し
「
改
善
す
べ
き
点
は
改
善
し
た
い
」
と
担
当

課
長
が
回
答
し
ま
し
た
。
な
お
県
庁
土
木
建
築
部
は
災
害
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
「
要
請
書
」
を
提
出
す
る
の

み
で
終
え
ま
し
た
。 

 

県
警
本
部
で
も
過
積
載
の
実
態
を
写
真
で
示
し
「
過
積
載
の

取
り
締
ま
り
は
両
罰
規
定
を
守
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
要

請
、
応
対
し
た
交
通
指
導
課
の
高
林
警
部
補
は
、
「
両
罰
規
定

は
当
然
で
す
、
過
積
載
の
情
報
あ
れ
ば
動
く
の
で
連
絡
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
応
じ
ま
し
た
。 

 

キ
ャ
ラ
バ
ン
で
初
め
て
訪
問
し
た
「
日
建
連
」
中
国
支
部
で

は
奥
山
事
務
局
長
（
写
真
真
ん
中
）
が
応
対
、
短
時
間
で
は
あ

り
ま
し
た
が
一
致
点
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

上から、広島市、「日建連」、

中国地方整備局への要請 

 

自転車保険適用第一号！ 

 組合員のＹさんは、先日クリーニ

ング店の前に自転車を止めた際に

誤って自転車を転倒させました。 

自転車のハンドル部分がクリー

ニング店のウインドーガラスに当

たりヒビが入りました。 

 ガラス部分は広く修理代も相当

かかると思われますが、自転車保険

で賠償することになりました。Yさ

んもホッとしています。 

  


